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研究主題設定の理由

未来を拓 く道徳授業の創造

◇研究主題 につ いて

私 たちは、夢 や希望 を もって、 この世紀 を生 きよ うと して いる。子 ど もたちに は、主体 的 に

様 々な課題 に立 ち向か い、解決 し、よ りよい社会を共 に築 く人間 に成長 し、 この世 紀 を担 って

ほ しい と願 ってい る。 しか し、克服 し明 日へっな ぐべ き課 題 は多 い。

戦後 わが国 は、物 の豊 かさを追求 しす ぎ、心 の豊 か さがなお ざ りにされ て きた。 また、社 会

構造 の変化 は、地域 の教育力 の低下 、少子化等 の社 会問題 を招 いて いる。 そのため、人間 と し

ての在 り方 の根 本 とな る普遍的 な道徳性 は、機能 しに くい状況 になった。 このよ うな大 入の道

徳性 は、子 どもたちに反映 し、影響 を与 えてい る。

子 ど もたちの現状 は、 さまざまな体験 が不 足 し、人 とのかかわ りも少 な くな って いる。その

た あ、 自己中心 性が増 し、豊 かな感情 や理性 ・判 断力 が低 下 し、人の痛 みがわか らない想 像力

に乏 しい子 どもが 目立 って きてい る。 このよ うな子 どもた ちには、実感を伴 った知 識、 よ りよ

い生 き方 を求 め る道徳的実践力 の育成 が必要 とな る。

学校 では、様 々 な問題 が表面化 し、戦後 の教育 自体 が問われて いる。 これか らは、社会 の変

化 に主体的 に対 応す る とともに、国際社会 にお いて 自 らの役割 と責任を果 たす ことがで きる日

本 人 を育 て ることによ り、未来 につなが る教育 を行 うことが求 め られて いる。また、子 ど もた

ちが主体的 に活 動で きる様 々な体験 ・かかわ り合 いを通 して、共 に生 きよ うとす る豊 か な人 間

性 を育て る ことが大 切で ある。 これ らは、学校教育全体 で行 われ るべ きことで あ り、各教科 ・

特 別活動等 を通 じ、道徳教育 と して価値 を明 らかにす ることが基盤 とな る。 そ して 、 「道 徳 の

時 間」 を要 として、培 われ た価値観 を補充 ・深化 ・統合す る必要 があ る。

この道徳授業 を今 まで以上 に子 どもの実態 に即 し、一人一 人の体 験を もとにかかわ り合 いを

生 か し、 自己を見っ め、子 ど も同士、子 ど もと教 師が相互 に作用で きる もの としな けれ ばな ら

な い。子 どもた ちが、常 に前 向きな姿勢 で夢 と希望 を もち、明 る くた くま しく未来 を生 きてい

こう とす る心 を育む授業 に していかなければな らない。 さらに、子 ど もたちが、主 体的 に この

心 を もち続 けよ うとす ることによ り、未来 は切 り拓 かれ るもの と考え る。

この確 信を もって、本研究主題 「未来 を拓 く道 徳授 業の創造』を設定 した。以下 の よ うに分

科会 ごとの主題 を設定 し、創 り出 された道徳授業 も 「未来 を拓 く」 もので あ ると考 え、研究主

題 に迫 ることと した。

第1分 科会

第2分 科会

第3分 科会

第4分 科会

集 団や社会 の中で生 きる ことに喜 びを感 じ、よ りよ くかかわ ろ うとす る心 を育 て

る指導の工夫

自己 を見 つめ、前 向きに生 きよ うとする心 を育て る指導の工夫

体 験を もとに生 きている ことを自覚 できる指 導の工夫

互 いの よさや違 いを認 め、す すんで人 とかかわ る心を育て る指導 の工 夫
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◇研究の概要
研究主題 未来を拓 く道徳の創造

第1分 科会 第2分 科会 第3分 科会 第4分 科会
1

目 指 す 児 童 像

集団や社会に対 して

愛情や愛着をもち、自

信を もってかかわろう

とする子ども

1

夢や希望をもち、よ

りよい自分を創造 して

生 きようとする子ども

自らの存在や生 き方

を見っめ、生きること

のすばらしさを目覚し、

力強 く生きようとする

子ども

互いのよさや違いを

認め合いすすんでかか

わる子ども

Il ll

1分 科 会 主 題1

集団や社会の中で生

きることに喜びを感 じ、

よりよくかかわろうと

する心を育てる指導の

工夫(4の 視点)

自己を見っあ、前向

きに生 きようとする心

を育てる指導の工夫

(1の 視点)

体験をもとに生きて

いることを自覚できる

指導の工夫

(3の 視点)

互いのよさや違いを

認め、すすんで人 とか

かわる心を育てる指導

の工夫

(2の 視点)

Il ll
仮 説i

①集団や社会に対する

自分のかかわり方を道

徳の時間に深 く見っめ

る活動を通 して、子ど

もの心を揺 さぶる。

②全教育活動の中で集

団や社会とかかわる体

験を重視す る。

上記の ことを行えば

研究主題に迫 ることが

できる。

子どもたちの心を揺

さぶ り、明るい未来を

思い描けるような資料

の工夫をし、効果的に

活用することによって、

自己を見っめ、よりよ

い自分創 り、よりよい

未来創 りに向けて実践

意欲を育てることがで

きる。

児童が体験を生かし

生命にっいて様々な角

度か ら捉え、考えを深

められる指導の工夫を

すれば、生 きているこ

とを目覚できる。

互いのよさや違いを

認あ合える指導を工夫

すれば、他者を肯定的

に捉え積極的に人とか

かわることができる。

よさや違いを互いに

認め合うようになると

他の人を肯定的に捉え

るようになる。 これを

繰り返すことで、人と

かかわることが楽 しく

できる。

Ii 1「

}指 導 の 工 夫[

◎集団や社会の中での

体験を生か した道徳の

時間を工夫す る

騰灘灘
1

した話 し合いの活動を

工夫する

1◎ 資料選びと酬 の開
発の工夫

○興味 ・関心を高める

ための資料提示の工夫

○道徳的価値の主体的

な自覚を促す学習過程 ・

授業展開 ・発問の工夫

◎体験を生かす指導の

工夫

○生命をさまさまな角

度か ら捉えられる指導

の工夫

○指導過程の工夫

◎多様な価値観を引き

出す資料の選択

○多様な意見、互いの

よさや違いを引き出せ

る発問の工夫

○発達段階に即 したね

らいの焦点化

○自他の考えを認め合

い深め られる話 し合い

の工夫

○ワークシー トの活用

と工夫

○効果的なTTの 活用

と工夫

1
1

圏

lI
1検 証 授 業

1

総 合 的 な 評 価(指 導 計 画 ・ 指 導 方 法 ・ 児 童 の 変 容)
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1集 団や社会 の中で生きる ことに喜 びを感 じ、よ りよ くかかわ ろうとす る心 を育 て る指導 の

工夫

1.分 科会 テーマ設定 の理 由

少子化 ・核家族 化が進む現代 において は、連帯感 の希薄化 や個 々人 の孤立 化な どが背景 と し

て考 え られ る問題が多 く起 きている。 また、人間関係 を重荷 に感 じ、心 の痛 みを抱 え る若 者が

話題 とされ ること も多 く、集団 や社会 の中 での生 きづ らさを感 じてい る人が増えて い るといわ

れてい る。 この人 たち は、果 た して生 きる ことに喜 びを感 じてい る状 態 にあるといえ るので あ

ろ うか。

こ うした問題 を解決 してい くため には、集団や社 会にお ける人間関係の中で、「自分」「相手」

「お互 い」 を深 く心 に感 じ合わせ なが ら、 あ りのままの自分 が 「かけがえ のな い大切 な存 在」

であ ることの実感 、っ まり、 自己肯定 感を は ぐくんでい くことが何 よりも大切であると考 える。

子 どもた ちは、「集団や社会 の中に生 きて いる自分」 を自覚 し、集 団 や社 会 に真 剣 に 向 き合

いか かわろ うとす る とき、様 々な体験 を肯 定感 に自 らに取 り入れ る ことがで きるだ ろ う。そ し

て、 そのかかわ りを通 して 「世界 にただ一 人の大切 な 自分」や 「相手 もまた、世 界 に一人 の大

切 な存在 」であ る ことを実感 す ることがで きる もの と考 え る。子 ど もたちは、 こ うした自己肯

定感 を もっ ことで大切 な自分 や相手 が所属 す る集団や社 会 に対 して、 よ り愛 情 や愛 着 を もち、

自信 を もってかか わろ うとす るだ ろう。 この とき、子 ど もたちは生 きる ことに喜 びを感 じるに

違 いない。

そ こで、本分科会 で は、研 究主題 と して 「集団や社会の中で生 きる ことに喜 びを感 じ、 よ り

よ くかか わろ うとす る心 を育て る指導の工夫」 を掲 げ、研究 を進 あてい くことと した。

2.文 献研究 ・実態調査

(1)文 献 研究

子 ど もが、 自己肯定 感を どの くらい抱 いてい るのか とい うことを文献 に よ り研究 した。

(ベ ネ ッセ教育 研究所が、世界4都 市 の小学校5年 生 【合計3,446名 】を対象 に、選 択 肢 法 に

よ る質問紙調査 を行 った ものを参考 モ ノグラフ小学生 ナ ウVo1、13-2)

◎ 結 果 と考 察(抜 粋)1・ ・ 『 東京 一、

1設 問1あ な た は 、 ど ん な 子 で す か 。10_サ クラメント

※ 下 記 の7項 目 にっ い て 、 とて もあ て は ま

る ・わ り とあ て は ま る 。あ ま りあ て は ま ら

な い ・ぜ ん ぜ ん あ て は ま らな い の うち、 ど

れ か1っ を 選 択 した 。

① 勉 ので きる子 ② 人気 のあ る子

③ 正直 な子 ④ 親切 な子

⑤ よ く働 く子 ⑥ スポーツの うまい子

⑦ 勇気の ある子

※ 右 記 は 、 そ の うち、 「とて もあ て はま る」

を 選 ん だ子 ど もの 割 合 を グ ラフ に した も の

で あ る。

50

0

。唱
＼ 旦・z,/'

15♂
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子
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この よ うに東京 の子 ど もは、他の都市 の子 ど もに比べて 自己評価 が きわ めて低 い 。 これ は、

謙遜 や控 え 目とい う言葉で解釈す る こともで きるであろ うが、 昨今 の子 どもた ちの実態 を考 え

ると、 自信 を失 ってい る状態 と捉 えた方が 自然 であ る。

設 問2あ なた は、 自分が どんな大人 になれ そ

うだ と思 います か。(%)100

※ 下 記 の6項 目 にっ い て、 き っ とそ うな れ る ・た

ぶ ん そ うな れ る ・あ ま りそ うな れ な い ・ぜ っ た い

そ うな れ な い の うち 、 ど れ か1っ を選 択 した 。

① 幸 せ な家庭 を作 る ② よ い父(母)親 になれ

る ③ 仕事 で成功 す る ④ 皆 か ら好 かれ る人

にな る ⑤ お金持 ちになる ⑥ 有名人 にな る

※ 右 記 は、 そ の うち 、 「き っ とそ うな れ る」 を選

ん だ 子 ど もの割 合 を グ ラ フ に した もの で あ る。

この よ うに 、将 来 へ の 見 通 しにお い て も、 東 京 の

子 ど も は、 他 の国 の子 ど も と比 べ て 未 来 を 暗 い もの

と感 じて い る こ とが分 か る 。 「自分 の 将 来 は 、 自分

で切 り開 い て い く」 と い う前 向 き な気 持 ち を抱 い て

い な いの で あ る。

以 上 、

50

0

△一 東 京

●一 ハ ル ヒ ン

○ 一一

←

き っ とそ う なれ る一 割 合
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2っ の グ ラ フが 示 す とお り、 東 京 の子 ど もは 、 自分 自身 に対 して マイ ナ ス の考 え や イ

メ ー ジを 、傾 向 と して もっ て い る こ とが分 か る。私 た ち は、 この 事 実 を もとに子 ど もの将来 を、

自信 を も って集 団 や 社 会 と か か わ りな が ら生 きて い って欲 しい と願 い、 研 究 を 進 め て い くこ と

と した。

私 た ち は 、子 ど もが 自分 自身 に対 して もっ イ メー ジ は概 ね っ か む こ とが で き た 。 しか し、 分

科 会 研 究 主 題 や ね らい とす る価 値 に迫 るた め に は、 「集 団 や社 会 」 に 対 し て 子 ど もた ち は ど の

程 度 関 心 を も って い る の か を明 らか に す る必 要 性 を 感 じた。 そ こで 、 以 下 の ア ンケ ー ト調 査 を

行 っ た 。

(2)実 態 調 査 都 内 公 立 小 学 校6校1、4、5、6年 計180名

・ あ な た は、 どん な と きに()を 「好 きだ な 」 と思 い ます か 。

・ あ な た は、 どん な と きに()の 中 で 「役 に立 って い る」 と思 わ れ ま す か 。

※ カ ッコ内 に は 、家 族 ・ク ラ ス ・学 校 ・自分 の ま ち ・国 を 入 れ て 、 そ れ ぞ れ にっ い て 、

子 ど もた ち一 人 一 人 に 口答 調 査 ・質 問 紙 調 査 を した。

◎ 結果 と考察

・ 子 ど もた ちの集 団や社会 に対す る認識 は次 の とお りであ った。

低学年→家族 、学 級 中学年→家族 、学級 、学 年 高学年→家族 、学級 、学年 、学校

※ 低→ 中→高 と広が りはあるが、 こち らが考 えてい るほどには、集団や社 会 に対 しての

認識 は もてて いなか った。

・現在 、子 ど もたちが認識 してい る集団 や社会 でのかかわ りを深め、 さ らに広 い集団 や社会

とのかかわ りに目を向けさせてい くことが必要 であ る。
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巨

教科 ・領域 学年 主 として集団との

かかわりに関する価値項目

国語

(書写)中 高 愛国心

(楽 しい家族)低 家族愛

生活

(町探検)低 郷土愛

社会

(町探検)中 郷土愛

(昔調 べ)中 郷土愛

(世界の中の日本)高 愛国心

家庭

(家族の役割)高 家族愛

総合的な学習の時間 低 郷土愛

(高齢 者との交流)中 郷土愛

高 郷土愛、社会奉仕

特別活動

(遠足)低 規則の尊重

中高 規則の尊重、公徳心

(縦割り班活動)低 愛校心

中 愛校心、公徳心

高 愛校心、公徳心、役割責任自覚

(ク リーン運動)低 中高 勤労、役割自覚、郷土愛、公徳心

(運動会)低 愛校心、郷土愛

中 愛校心、郷土愛

高 愛校心、郷土愛、役割自覚

(ユセブ募金)高 国際理解、親善

(移動教室)中 高 規則尊重、公徳心、愛校心

役割責任自覚、愛国心

(委員会活動)高 役割 自覚、協力

(ク ラブ活動)中 高 愛国心、役割 自覚、協力

3,研 究構 想図 ・指導 の工夫

(1)集 団や社会の 中での体験 を生 か した道

徳の時間 を工夫す る。

◎ 全教育活動

○ 各教科 ・領域(左 記の表参照)

○ その他 の時 間

◎ 日常体験

○ ボ ランテ ィア活動 ○ 地域 活 動

○ 家族 との交 流 ○ 習 い事

など

※ 子 どもたちが、上記の よ うな さまざ ま

な場面 で体験 した ことを、授業 中 に想起

した とき 「体験 を生か した」 と して捉 え

る。

② 心 に響 くよ うに発問や資料活 用を工 夫

す る。

【発問 の工夫】

○ 子 どもの実態 調査を踏 まえた上 で発

問 を考 え る。

・ 悩 みや心 の揺 れ、葛藤 を自分 自身 の

問題 と して捉 え ることが で きる発問

_全教育活動における集団や社会の中での体験_・ 登場人物 の気持 ちに自分 の思 いを重

ねなが ら深 く考 え る ことがで きる発問

【資料活用 の工夫 】

○ 子 ど もの実態調 査 を踏 まえた上 で実態 に寄 り添 った資料 を選 ぶ。

・ 副読本 ・ 自作資料 ・ 物語 、伝記 、 エ ッセイ、新 聞(タ イ ム リーな内容)な ど

・ テ レビ番組 、 ビデオ作品 ・ 子 どもた ちの 日記

・ 紙芝居 、実物、写真、図表、 ペープサー ト ・ ビデオ、OHPな どの視聴 覚機器

(3)自 他 の考 え を 尊 重 した話 し合 い の活 動 を工 夫 す る。

【自他 の考 え を 尊 重 】

○ 自分 の考 え を ま と あ る た め に 、時 間 を十 分 に確 保 す る。

○ 自分 の考 え を 明 確 にす る た め に、 ワー ク シー トを活 用 す る。

○ 自他 の考 え の よ さや違 い に気 づ き、認 め合 え るよ うにす るた めに意 見交 換 を取 り入 れ る。

・ 劇 化 、動 作 化 、 役 割 演 技 ・ ワー ク シー ト

【話 し合 い の 活動 の 工 夫 】

○ 小 グル ー プ や 討 議 形 式 に よ る話 し合 い を す る。

・ バ ズセ ッ シ ョ ン ・ パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ン ・ デ ィベ ー ト
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{研 究構想図1 第1分 科会 テーマ

集団や社会の中で生きることに喜びを感 じ、よりよくかかわろうとする心を育てる指導の工夫

㊤ 目指す子ども像◎

集団や社会に対 して愛情や愛着をもち、自信をもってかかわろうとする子ども

〈重点目標〉 高学年

よりよくかかわる

中学年
好きになる

低学年
親しむ

研 究 仮 説

☆ 集団や社会に対する自分のかかわり方を道徳の時間に深 く見っめる活動を通して

子どもの心をゆさぶる。

☆ 全教育活動の中で集団や社会 とかかわる体験を重視する。

上記のことを行えば研究主題にせまることができる。

指導の工夫

(3{三

◎集団や社会の中での体験を生かした道徳の時間を工夫する。

○心に響 くように発問や資料活用を工夫す る

○自他の考えを尊重 した話 し合いの活動を工夫する

4.実 践事例 ・考察

(1)主 題 名 み んなで気 もちよ く(低 学年4一 ① 規 則尊重)

資料 名 「き こえなか った お はな し」(G社1年)

(2)ね らい

・ 約束や きま りの大切 さを知 り、人 に迷惑をか けないで、みん なで気持 ちよ く生 活 して

い こ うとす る心情 を育 て る。

(3)分 科会研究主題 との関連

① 集団や社会 の中での体験 を生か した道 徳の時間を工夫す る。

◎ 体験 を想起 で きる資料選択

子 ど もたちが、普段か ら身近 に体験 して いる ことを扱 った資料 を選ぶ ことによ り、子 ど

もが体験 を踏 まえ た価値の追求をす る ことがで きるよ うにす る。

② 心 に響 くよ うに発問や資料活用 を工夫す る。

◎ 映像 によ る資料提示

コ ンピュータを使 って資料 を子 ど もたちに提示す る ことによ り、意欲 を喚起 す る。

◎ 自分 の気持 ちを色 で表す ワー クシー ト

字 を書 くことが容易 ではない1年 生 に とって、色 で自分 の気持 ちを表現す る ことで、発

問 に対 しての 自分 の気持 ちを素直 に表現 す ることがで きる。

③ 自他の考え を尊重 した話 し合 いの活動 を工夫 す る。

◎ 話 し合 い活動 を活発 にす る役割演技

口 役割演技 を した り、見た りす ることで、実感を伴 って友達の考え を受 け入 れた り、 自分

の考え を述 べた りす ることがで きる。
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(4)展 開

学 習 活 動 主な発問と児童の反応 支 援

1.約 束 が守 られて ○ この写真を見て、どんな気持ちが ◇ 「きもちよ く」 「き ま り」

導 いない写真を見る。 しま したか。 について、子どもたちが想起
・ど こ だ ろ う 。 しやす くす るため に、捨 て ら

入 ・あ っ、 いや な気 もちがす る。 れた空き缶の写真を提示する。
・捨てて はいけないん だよ。

2.資 料 「きこえな ① 先生のお話を聞 いているとき、 ◇ 資料の内容を充分に理解で

か ったお はな し」 「わたし」はどん なことを考えてい きるようにす るたあに、紙芝

を聞 いて、 「わ た たで しょう。 居(コ ンピュー タで提 示)を

し」の気持ちにっ ・ 楽 しい話 だな
。 使 う。

いて話 し合 う。 ・ 先 が知 りたいな
。

② 廊下がうるさくて、お話が聞 こえ ◇ 「わたし」の気持ちにっい

展 な くな った とき、 「わ た し」 はどん て考えやす くするために、発

な気持 ちが したで し ょう。 問毎に紙芝居を黒板に提示す
・ 静かに してよ。 る 。

・ 邪魔 しないで。

・ 人のいやが ることは して はいけ な ◇ 登場人物の気持ちを切実に
開 いんだ よ。 捉 える ことがで きるよ うに、

③ 「あ っ」 と、昨 日の ことを思 い 出 ② ・③の発問では、代表者に

したとき、「わ た し」 は どん な こと よる役割演技を取り入れる。

を考え たで しょう。 また、それを見ている子 ども

前
・ 昨 日、 自分が いや な思 いを した ん たちに は、イ ンタ ビューをす

だか ら、静か に しよ う。 る 。

・ うるさ くした ら、他 の人 に迷 惑 を

か けて しま う。 ◇ 「わたし」の気持ちを想起

④ 「わたし」が、苦手な跳び箱をとっ しやす くす るために、 ワーク

段 「 て も楽 しくできたのは、 なぜ で しょ シー ト(色 鉛筆 で、 その とき

う。 のわた しの気持ちを表すであ

・ 先生 に誉 め られたか ら。 ろう色を考えて塗 る。)を 取
・ きちん とで きたか ら。 り入れ る。

・ 気分がいいか ら。

・ 廊下 を静 かに歩 くことがで きて 、

うれ しか ったか ら。

3.普 段 の生活にっ ○ みなさんが、頑張って守っている ◇ 普段からかかわりのあるき

後
いて考え る。 きまりには、 どん なものが あります まりについて思い浮かべるこ

か 。 とで、 きま りにつ いての意識

・ 給食の用意をする時間は、 しゃべ を高 め る。

らない。 ◇ ねらいとする価値に迫 るこ
・ 校庭で は

、 ボールを蹴 って は いけ とがで きるよ う、 きまりを守

段 な い 。 れたときには気持ちがいいん
・ ラ ンプ坂 は、通 ってはいけない。 だ とい うことに結 びっ ける。

終 4.今 日の授業を振 ・今 日の授業楽 しか ったね。 ◇ クラスの歌を全員で歌 うこ

り返 る。
・元気 よ く歌 お う。 とで、実践への意欲を高める。

末 ・みんなで きま りを守 れた らいいね。

(5)考 察

・ 資料の内容 が子 どもの実生活 と結 びつ いて いる ものだ ったので、 自分 の体験 を思 い起

こ して考 え ることがで きる。

・ コ ンピュー タ映像 による資料提示 は、子 ど もの興味 を喚起 し有効 であ った。

・ 自分 の生活 にっ いて振 り返 る場面で は、「どんな気持 ちで きま りを守 って い るの か」

とい う発 問の方が、心情 を育 てる とい うね らいよ り迫 る ことがで きたので はないか。
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H自 己を見 つめ、前 向 きに生 きようとす る心を育て る指導の工夫(第2分 科会)

1分 科会 テーマ設 定の理由

消費型社会 、情報 化社会 と言われ る現在、人 々は生活 の利便性 を追求 し、物 質的 には とて も

豊 か にな った。生活 様式が一変 したの と同時 に、時代 の大 きな変化 も加 わ り、 これ までの伝 統

的な価値観 に も疑 問が もたれ るよ うにな って きた。次第 に、人 としてよ りよ く生 きるために大

切 には ぐくまな ければ な らない価値観 まで もが揺 らぎ始 め、危 うくな って きて いる。今 や様 々

な価値観 が交錯 し、混沌 とす るよ うにな って きた。 このよ うな状態 で は、子 ど もたちがよ りよ

く生 きる ことの イメー ジを もっ ことや、生 きてい く上 でよ り望 ま しい価 値を選ぶ ことは非常 に

困難で あ る。有 害 な情報 に振 り回 され る子 ども、享 楽主義 に陥 る子 ど も等 々の例 も極端 な話 し

で はな くな って きて いる。

しか し、健全 な未来社会 に とって、 どんなに時 代が変わろ うと、人間の本質 にかかわ る道徳

性 は不 変で あろ う。 とりわ け、人間 が常 に前 向 きな姿勢で未来 に夢や希望 を もち、主体的 に行

動す ることは、人間 としての生 き方 の根本 にかかわ る ものであ り、今 こそ学校教 育 において も

重要視 しなければな らな いところであ ると考え る。

そ こで第2分 科会 で は、児童があ るが ままの自分 を見っ めて、 自分の もっているよさを知 り、

さ らに伸 ば してい こうと した り、 これか らの課題 に気付 き、克服 してい こ うと した り、夢 や希

望 を もって 自分 の可能 性を信 じ、 よ りよい自分 を創造 してい こうとした りす ることの動 機づ け

とな るよ うな授業 を展 開す る ことが、「未来 を拓 く道 徳授業の創造」 にっ なが ると考 え、 分 科

会主題 を 「自己を見 っあ、前向 きに生 きよ うとす る心 を育 てる指導 の工夫 」 と設定 した。

〈本分科会 における言 葉の概念〉

・自己 を見 つめ … よ りよい生 き方 を求 め心、 自分 のよさ、弱 さ、弱 さを克服 す る内的

な力、可能性 に気付 くことをい う。

1・ 前向 き ・ ・・… 夢や希望 を持 って失敗 をおそれずにチ ャ レンジす る姿勢 をい る。
1

2児 童 の実態調 査 ・分析

(1)調 査 目的

子 ど もた ちが 日常生活 の中で、どのよ うな ところか ら心 を揺 さぶ られ た り、考え方 など

の影響 を受 けた りす るのか、その実態 を把握 す る。

(2>調 査方 法

平 成12年7月 、都 内6校 の第2学 年 か ら第6学 年の児童870名 を対象 と し、 一部 自由記

述 を含む選択肢法 によ る質問紙調 査を行 った。内容 は全学年共通 とした。

(3)調 査内容 ・考察(太 字 は質問項 目)

① 感 動 したお話 を どこか ら聞 くことが多 いですか。

子 ど もたちに影響 のあ る情報源 は、映画 ・ビデオ ・テ レビ番組等 であ った。

② 尊 敬す る人(「 す ごいなあ!え らいなあ1」)と 思 う人 はいます か。

児 童 にと って尊敬 す る対象 は友達 ・親 ・スポーツ選手 など日常生活 で 目にす る範囲 内での

答 えが多 か った。

③ 自分 のよい ところはどんな ところだ と思 いますか。

低学年 は得意 な ことや誉 あ られ たことなど、表面 に現れやす い ことを 自分 の よい ところと

して挙 げる傾 向があ ったのに対 し、高学年 では自分 自身 の性格 の ことな ど、内面的 な特徴 を
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挙 げ る傾 向 に あ った 。 また 、 約30%の 児童 が 自分 自身 の よい と ころを挙 げ る ことが で きなか っ

た。

④ 自 分 を 変 え た い と こ ろ はあ りま す か?

約70%の 児 童 が 、変 え た い と こ ろが あ る と答 え て い る。 変 え た い と ころ が な い児 童 の ほ と

ん どは 現 在 の 自分 自 身 に満 足 して い る と い う回 答 で あ った。

⑤ ど う い う時 に 、 「よ し、が ん ば る ぞ!」 と思 い ま す か 。

子 ど も た ちが どの よ う な と き にや る気 を出 す か 知 る た め に質 問 を した 。

イ 「しか られ た と き」 よ り、 ア 「ほ あ られ た と き」 の方 が 、2年 生 を の ぞ い て 多 く、 否 定 的

な評 価 よ り肯 定 的 な 評 価 の 方 が 子 ど も た ちの や る気 を生 み出 さ せ る こ とが 分 か る 。

しか し、 ウ 「成 功 した と き」 と エ 「失 敗 した と き」 を比 べ て み る と両 者 の 差 は な く、 子 ど

もた ち は、 成 功 体 験 か らだ けで は な く失 敗 体 験 か ら も 「が ん ば ろ う」 とい う気 持 ち を 同 じよ

うに 感 じて い る こ とが うか が え る。 この 調 査 結 果 か ら、 失 敗 に く じけず 、 そ れ を バ ネ に して

頑 張 る姿 勢 を大 切 に した資 料 を取 り上 げ て い く こ と も、子 ど もた ちの生 き る力 を は ぐ くむ 上

で重 要 で あ る こ とが 分 か る。 さ らに、 カ 「友 達 が頑 張 って い るの を 見 た と き」 が 多 く、 子 ど

もた ち に と って 身近 な存 在 で あ る友 達 の影 響 が か な り大 きい こ とが 分 か る。 した が って 、 取

り上 げ る 資料 も、子 ど もた ち に と って身 近 に感 じさせ る もの が 有 効 で あ る こ とが 、 この調 査

結 果 か ら も知 る ことが で きた 。

「よ し1が んば るぞ!」 と思 うとき

■6年149名

彫5年189名

圏 ユ年175名

目3年199名

瞳2年140名

⑥ 「よ し、が ん ば る ぞ1」 と思 った こ とを 、途 中 で あ き ら めず に頑 張 り続 け ら れ た の は 、

なぜ で す か 。

子 ど もた ちが ね ば り強 くや り通 した経 験 は、 ど うい う要 因 で 継 続 さ れ るの か 知 る た め に 質

問 した 。

この調 査 結 果 を見 る と、 ウ 「ほめ られ たか ら」、 エ 「で きな い とは ず か しいJ、 カ 「や め る

と しか られ るか ら」 とい う外 的要 因 よ り も、 ア 「頑 張 って い る と気 持 ち い いか ら」、 イ 「じ ょ

うず に な るか ら」、 オ 「で き な い と くや しい か ら」 とい う よ うな子 ど もた ち の 心 の 中 の 内 的

要 因 に よ る と ころ の方 が 大 き く、 子 ど もた ち 自身 、 よ くな りた い 、 で き る よ うに な り た い と

い う気 持 ち を強 くも って い る こ とを知 る こ とが で き る。 ま た低 学 年 は、 カの 「や め る と しか

られ るか ら」 や 、 エ 「で き な い とはず か しい」 の よ うに高 学 年 に比 べ て 外 的 要 因 の 割 合 が 高

く、 高 学 年 は 、 オ 「で き な い と くや しい か ら」 の よ うに 内 的 要 因 の 割 合 が 高 い 傾 向 に あ る 。

道 徳 の授 業 を 通 して 、子 ど もた ち の この 内 な る気持 ち を さ らに高 めて い く こ と は、 た くま

し く生 きて い く力 を は ぐ くむ上 で大 切 な こ とが 分 か る。
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あきらめずに続けられた理由
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項 目

⑦ 「よ し、がん ばるぞ!」 と思 った ことを、 どうい う時に途 中でやめて しまいますか 。

子 ど もたちがねば り強 くや り通せ なか ったの は、 ど ういう ことが阻害要因 にな って いるの

か知 るために質問 した。

学年 が低 い場合 、 ウ 「で きな いところを知 られ るのが恥ずか しいか ら」 や、 キ 「失 敗す る

のがいやだか ら」 のよ うに、経験不足 か らくる自信のな さによる要因が高 いのに対 して、学

年 が高 くなると、 ア 「面倒 くさくな ったか ら」や、エ 「頑 張 って も目標が達成 されそ うにな

いか ら」の よ うに、今 までの経験 か ら判断 した 自信 のなさに よる要 因が高 くな ってい ること

が分 か る。 この調査結果 か ら、学年 が低 い場 合に は、失 敗をおそれず 目標 に向か って挑戦 し

て い くことの大切 さを取 り上 げた資料、学年 が高 くな るにっれて、あ き らめず に努力 して い

くことの大切 さを取 り上 げた資料が児童 の実態 によ り有効 に働 くことが分 か る。

頑張るぞと決めたことをあきらめた理由
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以 上 の よ う な ア ンケ ー トの結 果 の分 析 に基 づ い て、 児 童 の実 態 を捉 え 、 次 の ペ ー ジの よ う

な 研 究 構 想 で 取 り組 ん だ 。
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3研 究構 想図 ・指導 の工夫

(目指す児童像)

＼

/

夢や希望をもち、よりよい自分を創造 して生きようとする子 ども

・自分のよさに気付 く子

・自分の目標がもてる子

・たくましく生きる子

購

(分科会主題)

自己を見つめ、前向きに生きようとする心を育てる指導の工夫

(仮 説)

子 どもたちの心を揺さぶり、明るい未来を思い描かせるような資料の工夫を し、

効果的に活用することによって、自己を見つめ、よりよい自分創 り、よりよい未

来創 りに向けての実践意欲を育てることができる。

「心を揺さぶる」

今まで思 っていた価値観と違う価値観に

出合 うことによって問い直しができる。

普段の生活の中では感 じられないような

崇高な価値観に出合 う。

気付かなかった価値観に気付く。

「明るい未来を思い描ける」

自分の可能性を自覚できる。

自分 もやってみようという意欲が もて

る。(チ ャレンジ精神)

(指導の工夫)爾
r

資料選び ・開発の工夫 資料提示の工夫 授業展開 ・発問の工夫

J

/＼ ∠ ＼,/＼,
111[11

○ 現実感のある資料

○ 話しの流れがわかりやすい資料

○ 発達段階に応じた資料

○ 苦労を乗り越えた体験を含んだ資料

○ 児童の実態を考慮した資料

○ 崇高な価値観に出会わせる資料

傷材例 ＼
・テ レ ビ番 組 、新 聞 、イ ン タ ーネ ッ ト

・書 籍(ル ホ 、 自伝 、絵 本 な ど)

。イ ンタ ビ ュー

く児童縣

○ 親しみをもたせる

○ 驚き・意外性をもたせる

○ 疑問をもたせる

○ 現実感をもたせる

○ 理解を促す

嘱 の形態例 、
・映 像 ・具 体 物

・紙 芝 居 ・ゲ ス トテ ィー チ ャ ー

・場 面 絵

・実 演

陵

○ 感想を大切にした展開 ・発問

猛開例 、
・個々の感動を小グループで

話し合い、違った視点に気付

き合う展開又

○ 話の筋を押さえた展開 ・発問

r、
展開例

・資料を切 り、心情の変化な

どを順に追 っていく展開

叉

ノ

ノ
ノ ノ ○ 総合との関連を考えた展開 ・発問
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4実 践事例(第3学 年)

(1)主 題 名

資 料 名

(2)ね らい

「夢 や 希 望 に向 か って 努 力 」 中 学 年1-(3)粘 り強 くや り遂 げ る

「ジ ム ・ア ボ ッ ト少 年 の 挑 戦 」(自 作 資料)

自分 で や ろ う と決 め た こ と は、 困 難 に負 けず 、 粘 り強 く努 力 して 、 挑 戦 して い

こ うとす る気 持 ち を育 て る 。

(3)分 科 会 テーマとの関連

資料選 択 一実在 の人物 の少年時代 の話 を中心 に開発 し、児童 に親近感 を もたせ る。

資料 展開 一場面 ごとに資料 を区切 って発問 を し、話 しの展 開に引 き付 け、主人公 の心情

を考 えさせ る。

(4)展 開

学 習 活 動 主な発問と予想させる児童の反応 指導上の留意点

導 1.資 料 の主 人 ○アボット選手の少年時代 と大 リーグ時代の写真 ・本時の資料に関心

入 公 を知 る。 を見て、何か気が付くことがありませんか。 を持たせ る。

1.資 料 「ア ボ ツ ①泣きながら家に帰るジム少年は、 どんなことを ・資料の与え方を場

ト少 年 の ち ょ 思 った で しょう。 面 ご とに 区切 り、 そ

うせん」 を聞 ・くや しい。 ・や っぱ り右手 のせ いか な。 の都度、発問す る。

展 き、 場 面 ご と ・みん なと野球がや りたいな。 ・次の話の展開 に引

に主 人公の気 ② ジム少年は、どんなことを考えながら、技 の練 きっけ るようにす る。

持ちを考える。 習 を していたので しょうか。 ・② で、 主 人 公 の苦

開 ・苦 しいなあ。 ・やめて しまお うかな。 しみに共感 させ る。

Ω 。みんな とぜひや りたい。 ・技の実演を通 して
印」

・苦 しいけどがんばろ う。 その技の難 しさを伝

段 ③友達と一緒に野球ができた時、 ジム少年は、ど え る 。

..

んなことを考えたと思いますか。 ・努 力 した結 果、 す

・うれ しい。 ・今 まで頑張 ったかいがあ った。 ば らしい活躍を した

・どん どん活躍 したい
。 様子を映像で見せ、

実 感 させ る。

3.今 の 自分 の ○今の自分はどんなことで頑張っていますか。 ・自分や友だ ちの頑

復 ことを見っめ、 ・好 きなことや得意 なこと。 張 りをそれぞれ再発

未来 に向けて ・ピアノや スイ ミングなど習 い事。 見 させ、 自分たちの

段 の夢 や希望を ○今 日の授業で思 ったことや感 じたことを ワーク' よさに気付かせる。
..

考え る。 シー トに書 きま しょう。 ・自分の夢焼 き棒 を

終 4.教 師 の 説 話 ○ ジム ・アボ ッ ト投手 の言葉 を聞 きま しょう。
・励 ま し、 元 気 の 出

末 を聞 く 「人生 は、挑戦 あ るのみ。」 る言葉を伝える。

㈲ 考 察

・映像資料、写真 を提示 した ことで、児童 に現実感を もたせ ることがで きた。

・場 面絵 を提示 した ことで、子 ど もが、状 況、話の展開を想像 しやす くな った。

・アボ ッ トが苦 労す る場面や心情を具体的 に子 ど もに想像 させ る とよか った。

・主体的 な価値 の 自覚 を深 めるたあの発問や書かせ る ときの指示 を焦点化 す るとよか った。
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肋

皿 体験をともに生きていることを自覚できる指導の工夫(第3分 科会)

1分 科会テーマ設定の理由

近年の子どもは、少子化や核家族化により身近な人の生死に直面する機会が少ないと言われている。

本分科会 によるアンケー トの結果から、 自他の生命を大切にしようと思ったことがない児童 が思 いの

ほか多いことが分か った。また、生命の大切さを教師の話やテレビなどか ら知識 として持 っている児

童が多 ぐ、自分の誕生や生育の過程を学習 しているが心 に残 っていないという傾向があることも明 ら

かになった。 さらに、自分自身で目当てを決めることが不得手な児童も多いため、自己実現 や自分 の

存在にかかわる喜びが少なくなっているということもうかがえた。

そこで、学校においては、生 きている実感を味わえる体験を したり、生きがいにっいて語 り合 った

り、感動や驚きをよびさましたりすることが、必要であると考えた。 また、児童が生命を様 々な角度

(生命 は限るあるもの ・あらゆることやた くさんの人に支え られているもの ・太 占か ら未来へ連続 し

ているもの ・たくさんの偶然が重なり合った神秘的なものなど)か ら、とらえ られるようにすること

で、自他の生 き方や生命を大切にして生きていこうとする児童を育てることができるのではないか と

考える。体験をもとに生 きていることのすば らしさを自覚すれば、自分を好 きになることがで き、他

の生命や生 き方をも受け入れ られるようになる。 さらに、夢や希望を もって自らの人生を切 り拓 き、

新 しい社会を切 り拓 く力 も育つと考え られる。

第3分 科会では、道徳部会の全体主題 「未来を拓 く道徳授業の創造」を受け、子どもたちが道徳性

の基盤 となる生命のすば らしさを味わ う力を体得することや、生命を尊重する心情を育ててい くこと

を主眼に分科会テーマを設定 した。そ して、力強 く生き抜 くための道徳的実践力を身に付 けてい くこ

とができるような道徳授業を研究開発を していくものである。

2児 童の実態 ・分析と考察

都内区立小学校5校 全学年968名 質問紙法で事前調査を実施 した。

日頃のあたりまえのことに、生きている実感がみ いだせるか
(グ ラ フ1)

(グ ラフ2)

年

年

年

年

年

年

計

1

2

3

4

5

6

合

自分が生まれた時のことや小さい時の話を聞いたことがあり
ますか。

(グ ラフ1)

毎朝、や る気 を もって前向 きに生活 を始 め る こ とは、 様 々

な体験 を受 け止 める上で の基盤 となる。 しか し、児 童 の半 数

近 くが元気 に起 きられず、高学年 にな るにっ れて、 そ の割 合

が増えて いる。理 由は 「夜更 か し」 と答 えてい る児童が多 い。

覚醒 して いないと身体 ・感情面 での反 応 は鈍 くな り、 せ っ

か くの体験 もその後 の活力 にっ なが らな い。 日頃 の 当 た り前

の ことにまず、 目を向けさせ る必要 があ る。

自分の誕生や生育の過程 について の実感が あるか(グ ラフ2)

2年 生 の生活科で 「自分 の生活史」 にっ いて学 習 して い る

が、聞 いた ことが あるかの問 いに 「ない」 と答 えて い る児 童

が意外 に多 い。「はい」 と答 えてい る児童 には、生 まれ るとき

の周囲 の大変 さ と自身 の生命 の尊重 に までふ れ て回 答 して い

る ものが見 られる。 うれ しく聞 いてい ることが分か った。

上記 のよ うな体験 を学校 で多 く設定 す る必要が あ る。
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　ヰ

12年

3年

4年

5年

6年

合計

(グラフ3)

年

年

年

年

年

年

計

1

2

3

4

5

6

合

(グ ラ フ4)

今までにとてもうれしかったことはありますか。

閣ある 圏ない

(グラフ5)

年

年

年

年

年

年

計

1

2

3

4

5

6

合

(グラフ6)

年

年

年

年

年

年

計

1

2

3

4

5

6

合

年

年

年

年

年

年

計

1

2

3

4

5

6

台

(グ ラ フ7)

自分が一生懸命に世話をしている(昔 していた)生き物はいま

すか。

i●いる 圃いない

かげが えのない生命 の実感が あるか(グ ラフ3)

自分 自身を大切 に しよ うとす る気 持 ち はだれ にで もあ る。 し

か し、 自分の生 命の尊 さに実 感が薄 い児 童 が約1割 い る。 生命

を大切 に しようと思 った ことが 「ある」 児 童 はテ レビや先 生 の

話 な どか ら、生命の大切 さを再確認 して いる。

学校の様 々な場面 にお いて、生命 につ いて繰 り返 し振 り返 ら

せ る ことで、 よ り生命 につ いて の実感 が得 られ るもの と考 え る。

生 きて いる実感 はどんな体験 に基づ いて いるか(グ ラフ4、5)

調査全体 をとお して物 を もらった り自分 の欲求 が満 足 で きた

ときに 「ある」 と答 えて いる児童 が多 い。 高学 年 にな る につれ

て、 自己実現 ・努力 の成果 を見 た ときに 「あ る」 と答 え る割 合

が多 くな っている。家族 と共 にい るこ とや友 達 と仲良 くい る こ

と、共 に同 じことに幸福感 を感 じてい ると きに 「あ る」 と答 え

て い る児童 も少 なか らず いる。他 の人 の幸 せを み て 「あ る」 と

答 え る児童 は少 ない。「うれ しさ」 に対 して 「つ らさ」を感 じて

いる児童 が少 ない。

友達 との人間関係 において 「っ らい」 と考 えて い る児 童 が高

学年 にな るにっれ多 くな ってい る。

体験 を思 い起 こし、実感 で きる時間 を これ まで以 上 に持 た せ

る必要 があ る。

力強 く生 きぬ こうとする心が み られるか(グ ラフ6)

自分 自身 で決 めためあてを もって頑 張 って いる児童 は少 な い。

スポ ーックラブ等 に通 ってい ること自体 「頑 張 って いる」 と答

えて いる児童 が多 い。 日常 の ことに目当 てを持 って行動 して い

る児 童 は少 な い。

「な い」 と答 えて いる児 童が20%も いることは、積極的 に生 き

るたあ に自分で決 めた 目当てを持 たせ る大切 さを物語 ってい る。

生命 によ りそ って生 きる体験が あるか(グ ラフ7)

低学年 の場合、実 際に 自分が一 人で世話 を して い る とは、 考

えに くい。学年 があが るにっれ、 自分 一人 で世 話 をす る ことの

難 しさが分 か り、体験 が あって も一生 懸 命 とは思 って い ない。

「もしも、その生 き物 とお別れ しな くて はな らな くな った ら、何

と言葉をか けますか。」 とい う質問 に 「あ りが とう。」 な ど心 を

通わせて いたことが分か る一言がある児童 は少 ない。「じゃあね。」

「さよ うな ら。」が多 い。 生 き物 の世話 を した こ とが な い と答 え

る児童が25%い る。

生 き物 との精神的に寄り添 っていないことが分かる。身近に生き物がいる生活を、学校 でも設定する

必要がある。
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3研 究機構図

矯頬 縛♂

箏ぎ

鴫 麟 Φ誘

限りある生命

・賭

チわ、bとS

っ〉＼＼

指導の工夫

めざす児童像 密

自らの存在や生き

方を見つめ、生きる
ことのすばらしさを

自覚し、力強く生き

抜こうとする児童

連続して

いる生命

神秘的な生命 支えられて
いる生命

児童が体験を

よびさまし生命 につい

て様々な角度からとらえ、

考えを深められるような

指導の工夫をすれば
生きていることを自覚

できるのではないか

生命を大切に

しようと思った
ことがない児童

が多い

間接的な体験や
学習から、知識

して生命の大切

さを感じている

児童が多い

自己実現や

自分の存在に
かかわる喜び

が少ない

学校での体験 分科会研究主

体験をもとに生きていることを

自覚できる指導の工夫

日常体験
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4指 導の工夫

体験をよびさますたあの

指導の工夫

生命を様々な角度か ら

とらえる指導の工夫

指導過程の工夫

諸感覚に訴える教材提示

自分を振 り返 る時間の確保

　

教師も児童 と共に考える

1

　

授業への感想をもたせる
1
1

　

考えを広め、深め

共通体験を生かす

疑似体験 ・間接経験

体験に基っ く

る助言 ・発問

　
一人一天の思考にそう柔軟な展開

1

思考φ援助となる板書計画
1

意図的な指名

より心に響 く資料の開拓 ・開発

　

語 り合える雰繭気作り

道徳 ノー トの活 用

段

ー
I

I
I

ー

巨
珪

ー

硅

ー

…
ー
,ト

ー
t

○兜童の極値に関繧る霊態、体験 に関撲る雲態ee握 す る0

務ぬる0

5実 践事 例(第2学 年)

(1)主 題名 命 を育 て る心

資料名 ベ ランダのは と(自 作)

② ね らい 毎 日の生活 に喜 びを感 じ取 り、自他 の生命 を大切 に しよ うとす る気持 ちを育

て る。

(3)指 導の工夫

●体験 を生かす ・事前 ア ンケ ー トを意図 的指名 に生かす

・模擬体験 ・間接経験

・自分 を振 り返 る時間の確保

●様 々な角度 か らと らえ る ・自作資料

・腹話 術人形の助言

・授 業への感想を もたせ る

●指導過程 の工 夫 ・教 師 と共 に価値を 自覚 す る
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(4)展 開

導

入

主な発問 と予想 される児童の反応 教師の支援

1.ひ なの いるハ トの巣 を見て、資料 へ の導入 と今

日の主題 を知 る。

○生 き物 を飼 った ことのあ る人 は、 どん なかか わ

り合いが あ りま したか。

● 模造 したハ トの巣 を見せ 、児童 の 　

っぶやきをとらえながら、経験が1

語れるよう援助 し、ねらいへ方向i

付けられるようにする。i

展

開

{

2.資 料を読 み、話 し合 う

① お父 さん とお母 さん は、ベ ラ ンダに来 るハ ト

の ことをど う思 ってい ますか。

・うるさ くて困 るなあ。

・フンで汚 れて臭 くて迷惑だ なあ。

② ど うして 「しず か にみて て あげ ま し ょう。」

と思 ったので しょう。

・小 さな命を大 切 に したい。

・親 が頑 張 って世話 を して育 てているか ら。

③ 二羽 の ひなに言葉 をかけてあげま しょう。

。かわ いいね。 おお きくな ってね。

④ 空 っぽ の巣 を見 て、 どんな こ とを話 し合 った

で しょうか。

・毎 日楽 しく過 ご してい るかな。

・親 にあま り面 倒をか けず にや ってい るかな。

●内容を イメー ジしやす くす るため

にパ ネル シアター風 に提示 す る。

●迷惑で も生 き物の小さな命を大切

にしようとするやさしい気持ちに

触れるようにする。

●場面の家族の一人として自分の生

活 とっなげなが ら、考えるよう助

言する。

● ワークシー トに吹 き出 しを作 り、

自分 も登場人物 の立場 で考 え られ

るよ うにす る。

!
3.今 まで に生命 を大切 に して よか った と思 った こ ●発言内容 のポイ ン トを黒板 に整理

ヒ,

ーー とはあ ります か。また、大 切 にで きなか った こ とは し、考 えを広 めた り深 めた りで き

1 あ りますか 。その時 の気持 ち も思 い出 して み ま し ょ るよ うにす る。

う。 ●腹話術人形 の ジ ョー君 の語 りを通i

して、学校での出来事に気づ くよi
1 1う助言す る

。

欠・
、糸!-
4.自 己評価を記入す る。 ●今 日の学習への取 り組みを振 り返 1

末 5.元 気 に歌を歌 う。 り、感想 を もて るよ うにす る。
ll

(51考 察

・身 近 な話題 の資料 とその提示 を視 覚 に訴 えた ことで、 よ り有効 に活用 で きた。

・動 作化(疑 似体験)し た ことで、児童の資料の内容を身近 な もの とす る ことが で き、

児童の体験 を想起 させ るきっか けとす る ことがで きた。

・事 前調査 を もとに意図的 な指名を行 った ことで、児童 の考 えを広 げ る ことが で きた。

・板書 を図式的 にまとめた ことで、児童 の発言が活発 にな り、様 々な考 え を引 き出す こ

とが で きた。

・腹話術 人形 に投影 された教師 の価値 の自覚 が児童 の価 値の内面的 自覚 を深 め ることを

助 け ることがで きた。
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IV互 いの よさや違 いを認 め、進 んで人 とかかわる心 を育 てる指導 の工夫(第4分 科会)

1分 科会 テーマ設定

現 在の 日本 の子育 ての問題 を考 え るとき、子 どもたちの多 くは、学校 か ら帰宅 後の塾 に明 け

暮 れ、残 りの時間 といえば テ レビを見 た りゲームに熱 中 した りしてい る。最近 で は少年犯罪 も

増加 し、原因 のなかに、人 との コ ミニケー シ ョンが とれず、我慢 す るとい う経 験が少 ないため

ち っと した ことで、いわゆ るキ レるとい う傾向がみ られ る。人 とのかかわ りの場が少 な く自己

中心 的 な大人が増 え、 それを見て育 った子 ど もに様 々な影響 を及 ぼ して いる。学級 において子

どもた ちが見つ めてみ ると、人 とかかわ らな くとも平気でい る子 、人 とかかわ る ことを面 倒が

る子 、集団 の中で 自分 を表現で きな い子 もいるのが現実であ る。

人 間 は、 かかわ りの中で生活 してい る。望 ま しい人間関係を形 成 して い くたあに は、 自己の

行動 に責 任 を もっ とともに、相手の立 場や考え方を認 め、尊重 して い く態度が大切 であ る。っ

ま り、他人 のよさや違 いを認め理解す ることがで きれば 自己の向上 にっな げて い くことがで き

る。 また、 そ うす ることに よって、人 間を愛す る心 や人間尊重 の精神が育 成 され る と考 え る。

実態調 査か らも、友 だちの意見 に感 心 した り学 んだ り してい る児童 は多 くいるのだが、 自分

の考 えが友達 に多 く受 け入れ られてい ることや認あ られて いることが、認識 され ていな いとい

うことがわ か った。そ こで、一人一 人の児童の実態を把握す るとともに、 よ りよい人間関係を

っ くる場 が必要 であ ると同 じに、道徳 の時間の授業 で、道 徳的価値の内面的 自覚 を深 め るため

に は感動 した り、楽 しんだ り、話 し合 った りで きる学級づ くりが大切で あると考 えた。

また、人間関係 づ くりの きっか けと して、計画的 にエ ンカウ ンターや体験的活動 を取 り入れ

なが ら、道 徳の時間 の中で互 いの よさや違 いを認 め合 える工夫 を積極的 にす る こと によ って、

人 とのかか わ りがすすんでで きる児童 になるで あろ うと考え た。っ ま り、互 いの人格を理解 し、

尊重 し、認 め合い、助 け合 い、協力 しなが ら、 自他 と共 に高 まって い こうとす る心を育 ててい

こ うと考 えたのであ る。

以上 の ことをふ まえ、分科会 の主題を 「互 いのよさや違 いを認 め、進 んで人 とかかわ る心 を

育 て る指導 の工 夫」 と設定 した。

z

(1)

(2)

実 態 調 査 ・分 析 調 査 日:平 成12年7月

調 査 目 的:友 達 や 他 の人 との 「か か わ りの経 験 」 や 「か か わ る こ とに対 す る考 え」 の実

態 を っ か む 。

方 法:都 内6校 の第3学 年81名 、5学 年87名 、6学 年108名 の合 計276名 に行 っ た 。

選 択 肢 に よ る質 問 紙 法 。
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(3)結 果 と考察

設問1あ なたの経験 したことや体験 したことに質問 します。

何度 も

ある

わりと

ある

1回 ぐら

いある
全 くない

1.友 達 に自分か ら挨拶をしている 44.8% 36.2% 12.4% 6.5%

2.登 下校中に知り合いにあったら挨拶をする 40.6 34.7 .. 5.9

3.高 齢者に親切にしてあげたことがある 21.4 34.8 35.9 8.0

4.小 さい子供の世話をしたり、遊んだことがある 60.6 24.2 9.4 5.9

5.親 戚家族以外の人と泊まったことがある 39.1 31.0 16.6 13.3

6.休 み時間に友達を誘 って遊んだことがある 57.9 28.0 9.8 4.2

7.け んかを止めたり、注意 したりしたことがある 13.8 36.6 36.6 13.0

8.友 達を泣かせて しまったことがある 12.2 25.2 44.1 18.5

9.と っ くみ あ いの け んか を した こ とが あ る 15.5 18.5 26.6 39.2

10.友 達 の考えや意見の発表に感心 したことがある 40.0 42.1 17.2 0.7

11.休 み時間に友達か ら誘われて遊んだことがある 62.0 31.2 5.2 1.5

12.学 校から帰ってか ら友達 と遊んだことがある 85.7 iz.a o.s 0.3

13.家 の人に友達と比べ られたことがある 25.7 26.8 24.6 22.8

14.友 達 と自分を比べて しまったことがある 21.3 30.1 31.6 16.gl

設問2あ なたがいつも思 っていること考えていることについて質問 します。

何度も

ある

わりと

ある

1回 ぐら

いある
全くない

1.学 校 は 楽 しい 43.3% 33.3% 21.5% 1.8%

2.友 達 は た く さん い る 49.8 30.9 10.9 3.3

3.自 分 の考えに友達が賛成 して くれることが多い 16.3 38.0 37.2 8.2

4.友 達 ともっと遊びたいと思う 61.0 19.9 12.4 6.7

5.暑 い 日や寒い日は友達と遊びたくない 7.8 8.6 31.2 51.7

6.も っといろいろな友達と遊びたい 37.5 31.2 23.4 7.8

7.1人 で好 きな こ とを して い た い 15.6 13.4 48.0 23.0

8.1人 で勉強する方が集中できる 24.9 23.8 31.6 19.7

9.グ ループで勉強するほうがわか りやすい 27.3 33.7 28.0 10.8

10.み ん なに向けて発表する学習は楽 しい 14.2 23.6 43.4 18.7

11.み ん なで意見を発表 し合う授業は楽 しい 21.0 23.8 42.6 12.5

12.大 勢 で遊ぶより1人 で遊ぶ方が気楽でいい 6.0 6.4 28.9 :.

13.周 囲 の人に好かれていると思う 8.2 16.0 37.7 38.0

14.自 分 の意見は友達に否定されることが多いと思う 10.4 18.2 48.7 22.7

15.こ れ から友達がどんどん増えていくと思う 33.3 31.2 26.4 8.9

〈結果 と考察〉

調査か ら、 人 とかか

わることの中心は友達で

あるが、おおむね好 まし

い実態であることが分か

る。

しか し、積極的かとい

う点では、友達を誘 って

遊ぶより、誘われて遊ぶ

ことが多いこと、けんか

をやめさせるなどの経験

が少ないことなどが分か

る。 したがって、受動的

なかかわり方をする子が

多いと考え られる。

多くの児童はもっと友

達 と遊びたいと思 ってい

る。また、1人 よ りも多

くのかかわりを求めてい

ることが分かる。

しか し、グループ学習

において意見や発表 し合

う学習には抵抗を示す傾

向がみられる。友達の意

見に関心することはあっ

ても自分の考えが受け入

れられない児童は発表 し

合 う授業は楽 しくないこ

とが分かる。

(4)全 体 を通 して

児童 自身意識 の中で 自分 の周 りの人 とのかか わ りを求 めているが、行動面 にお いて は、誘 わ

れれば行 動す るとい った ことが多 く、受動的 な傾向 がみ られ る。 この調査結果 か ら、21世 紀 を

担 う子 どもたちを育て るには、特 に授業 中などの時間 に、 お互 いのよ さや違 いを認 め合 うこと

を意識 して取 り上 げ、人前 で話 した り発表 した りで きるよ う自信 を もたせ ることが大切だ と分

か った。

そ こで第4分 科会で は、互 いのよさや違 いを認 め、 すすんで人 とかかわ る心 を育て る指導 の

工夫 を して い くことが必要 であ ると考 えた。
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3研 究 構想図 。指導の工夫

児童 の実態:友 達の意見 に感心 した り、学ん だ りして いる児童 は多 くいるが、 自分 の考 えが

友達 に受 け入れ られ た り、認 め られた りしている とい う認識を もって いる児童 は少 ない。

(分 科 会 主 題)

互 いのよさや違いを認め、進んで

人とかかわる心を育てる指導の工夫

(目 指 す 児 童 像)

互いのよさや違いを認め合う子ども ↓

↑ すすんでかかわろうとする子ども

(仮 説)

互いのよさや違 いを認め合える指導

を工夫すれば、より積極的に人 とかか

わることができる。

①よさや違いを互いに認あ合うことで共に向上できることを

実感できれば、他の人を肯定的にとらえることができる。

②①を繰 り返 していけば、人とのかかわりが楽 しくなり、よ

りすすんで人とかかわっていくことができる。

(指 導 の 工 夫)

團 一一
心に響 く道徳授業 一一 團

道徳性をはぐくむ体験

共に考え、悩み、感動を

共有 しながら道徳的価値

の自覚を深める

道徳の時間の多様な活動

・児童の実態に即 して

必要 と思われる体験

活動を計画する。

・自分を見っめる活動

を取 り入れ、 自己肯

定を促す。

・グループエ ンカウン

ターによる他者理解

の活動を取 り入れる

・多様 な考 え方 ので きる資料 の精選

・発達段 階に合 わせたね らいの焦点

化。

・多様 な意見、互 いの よさや違 いを

引 き出 させ る発問の工夫。

・自他 の考 え を深 め られ る話 し合

い。

・ワー クシー トの活用 と工夫。

・互 いの向上 の振 り返 り。

・他教科領域での

実践力の向上。

・学校生活での実

践力の向上

_.
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4実 践 事 例(第5学 年)

(1)主 題 名 「認 め 合 う心 」

② ね らい と資 料

ね らい 「一 人 一 人 の ちが いを 肯 定 的 に捉 え 、 認 め よ うとす る心 情 を育 て る 。」

資 料 「す ば ら しい人 と は、 ど う い う人 の こ と?(発 問)」

(3)展 開

導

入

学 習 活 動

1.自 分 らしさや

友 達 のよさ につ

いて考 えた学 習

を振 り返 り、一

人一人 に違 った

よさが ある こと

を再認識す る。

展

2.自 分 ら しさや

友達 のよ さの違

いか ら人 の価値

にっいて考 え る。

　開
3.そ れ ぞれの考

え るす ば ら しい

人 にっ いて、意

見 を交換 し、話

し合 う。

主な発問と予想される児童の反応

自分の よさを1つ 、黒板 に書 けま したね 。

指導上の留意点

本授業では、予め板書 しておく。(友達紹介 との時間の関係)

L

一人一人 によさがあ り
、その人 らしさがあ りま し

たね。5年2組 には36人 分 のいろいろなよ さがあ

りま した。

「

友達紹介を してください。

・自分 らしさや

よさが書かれ

たものを手元

に置かせる。

・全員が隣の友

だちを紹介す

る。

本授業では、二人組で参観者のところに行き、友達を紹介する。

自分 らしさや友達の よさを見っ け られ る君 たちに

挑戦 して欲 しい ことが あ ります。

すば らしい人 とは、 ど うい う人の ことですか。考

えて くだ さい。

・え～ 。そんなのむずか しいよ。

・すば らしさって どうい うこと?

自分 で考えた ものを もとに して、班で話 し合 いを

します。 クラス全体 に紹介 したい 「すば らしい人

とは、 こうい う人 だ」 とい うのを一 っ決あて下 さ

い。

。ワー ク シ ー ト

1に 記 入 させ

る。

o

・各班をTTでi

対応 しなが ら

話 し合いを活

発にさせてい

く。1
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11 ・優 しい人だ と思 う。

;

・何で もで きる人 じゃないか しら。

Ii
4.各 班 の 発 表 を1 ・板書す る。

1 聞 き、気づか な 話 し合いの結果を発表 して ください。

11

1
1

かった考え方を 発表を聞 きなが ら、考 えてみて くだ さい。

学 び、 自分 な り

i に もう一度考 え

る 。

5.友 達 の よい意

[ 見 を認 め合 い、 今 日は、すば らしい人 とい うことにっいてみん な ・ ワ ー ク シ ー ト

ト

i終

il

感 想 を ま とめ

る。

で考えて いきま した。最後 に、今 日の学習で思 っ

た ことや学んだ ことを書 いて くだ さい。

IIに 記入 させ

る。

ー
ρ

ー

5

そして、学習の中で○○君のこんな意見が良か っ

末 たなど、感心 したこ とも書 いて下 さい。

6.教 師の話 を聞

く 。

一
＼
、 」屋蹴 ♪ノ

(4)評 価

1購

・自分 な り に考 えて もて たか 。

・話 し合 い に、 意 欲 的 に参 加 で き たか 。

・一 人 一 人 の 違 い を肯 定 的 に捉 え 、 認 め よ うとす る気 持 ち を もて た か 。

〔5)考 察

・ 「多 様 な 価 値 観 を引 き出 す た めの 発 問 」 とい う形 の 資 料 は有 効 で あ った 。

・展 開 の 中 で 小 グ ル ー プの 話 し合 いを 取 り入 れ た ことで 、 意 見 の 交 換 が活 発 に な っ た。

・ 「ふ りか え り カ ー ド」 を使 用 す る こ と は、 一 人 一 人 の よ さや 違 い を認 め る うえ で 有 効 で

あ った 。

・授 業 の 中 で の 一 人 一 人 の変 容 を知 る た め の手 が か りをT・Tと い う形 で行 な っ たが 、 さ

らに効 果 的 な工 夫 を考 え て い き た い。
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◇研究 の成果 と今後の課題

研究主題 「未来 を拓 く道徳授業 の創造」 を 目指 して、分科会 ごとに具体的な授業 実践 を通 し

て研究 を進 めて きた。 その結 果、各分科会 ごとに次 の点 が明 らかにな った。

1研 究の成果

○第1分 科会

・ 「集団 や社会 の中での体験」を全教 育活動の中 にお いて捉え直 し、表 しとて整理 した こ

とによ って、体験 との関連 を今 まで以上 に意識 し、生か した授業設 計 が可 能 とな った。

・実態調査 を踏 まえた資料活用 や発問 の工夫 を行 うと、子 ど もの発 言に含 まれた深 い思 い

を理解 し、授業展開 に反映 させ てい くことがで きる ことを実感す ることがで きた。

○第2分 科 会

・心 を揺 さぶ られ るよ うな資料 に出合 わせ ると、道徳 的価値 の内面 的 自覚 が よ り深 め られ

ることが分 か った。

・現実感 のある資料 を提示 す ることで興 味 ・関心 が高 ま り、児 童が積極的 に自己を見 つめ

直 し、実践意欲 の高揚 につなが りやすい ことが分か った。

○第3分 科会

・生命 を様 々な角度か らと らえ られ る資料 を提示 し、指導 を展開す るこ とで、児童 が よ り

自分 の ことと して道徳的価値 をと らえ られるよ うにな った。

・教 師の体験 を語 り、教師 と共 に児童が道徳的価値 の内面的 自覚 を深 めてい くことで、道

徳 の時間を心待 ちにす るよ うにな った。

○第4分 科 会

・多様な考え を引 き出すための 「すば らしい人 とはどうい うことか」 という発問 は、 その

子 らしさを引 き出す ことがで き有効 であ った。

・展開 の中での小 グルー プの話 し合いを取 り入れた ことは、意見の交 換 が活発 と な った。

・振 り返 りカー ドを使用す ることによ り、子 ど もた ちは一人一人の よさや違 いを認 め るこ

とがで きた。

2今 後 の課題

○第1分 科会

・子 どもた ちの 「自他 の考 えを尊重 した話 し合 い活動」 には、教師 の深 い児童理 解が必要

とな る。教 師 と して さ らに共感的 な児童理解 がで きるよ うに して い く必要 性 を感 じた。

○第2分 科 会

・心 を揺 さぶ られるよ うな資料 に出合 うと、児童 が道徳 的価値へ より主 体的、積極的 に向

き合 うよ うになるので、今後 も資料 とな る素材 を幅広 く集めて いきた い。

○第3分 科会

・児童 の体験 を知 ることや学校 で生命 に関わ る共通体験 ・疑似体験 の場 の設定 と道徳 の時

間 との連携 を計 画的 に行 うようにす る必要が ある。

○第4分 科会

・授業 の中で一人一人 の変容 を知 るための効果 的な手立 ての工夫 を考 えてい きたい。
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